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千島海溝沿岸の地震性バリアーシステムに認められる17世紀超巨大地震

による海岸隆起と大津波の発生時期の前後関係

Before and after relationship between the seismic uplift and the large

tsunami due to the seventeenth-century giant earthquake observed in

the seismic barrier systems around the Kuril subduction zone
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　千島海溝沿岸域は本邦屈指の地震多発地帯である．この地には未開の原野も多く，手つかずの自然が残され

ており，400〜500年間隔で繰り返し発生した超巨大地震（17世紀型）によって生じたバリアー海岸や津波堆

積物が広く観察できるが，両者の発生時期の前後関係については未だに明確にされてはいない．特に17世紀に

発生したとされる津波堆積物は北海道東部太平洋沿岸の多くの地域で観察出来る．その一方で，根室海峡や根

釧〜十勝海岸には我が国では珍しい未だ活動的なバリアーシステムが多数認められ，その最も新しいものは

17世紀超巨大地震地震が起因となって発生したことが明らかとなっている．我々の研究グループはこれら地震

性バリアーシステムの発生時期と大津波の発生時期の前後関係について複数の地域で詳しく地形調査を行

い，幾つか興味深い事実が判明したので，その概要を報告する． 
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